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平
成
平
成
2626
年
６
月
定
例
会
（
第
３
６
０
回
）
は
、
第

年
６
月
定
例
会
（
第
３
６
０
回
）
は
、
第
1616
期
議
員

期
議
員

に
と
っ
て

に
と
っ
て
88
月
の
任
期
満
了
を
控
え
た
最
後
の
定
例
会
と
な
っ

月
の
任
期
満
了
を
控
え
た
最
後
の
定
例
会
と
な
っ

た
。
た
。
66
月月
99
日
開
会
、

日
開
会
、
66
月月
2525
日
閉
会
の

日
閉
会
の
1717
日
間
の
日
程
で
行

日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定

わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
制
定
22
件
、
条
例
改
正

件
、
条
例
改
正
22

件
、
一
般
議
案

件
、
一
般
議
案
22
件
、
補
正
予
算

件
、
補
正
予
算
22
件
、
専
決
処
分
に
か
か
る

件
、
専
決
処
分
に
か
か
る

報
告
報
告
22
件
、
人
事
案
件

件
、
人
事
案
件
11
件
、
意
見
書
提
出
に
か
か
る
議
員
提

件
、
意
見
書
提
出
に
か
か
る
議
員
提

出
議
案

出
議
案
33
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
常
任
委
員

件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
常
任
委
員

会
で
慎
重
に
審
議
し
、
全

会
で
慎
重
に
審
議
し
、
全
1414
議
案
を
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は

議
案
を
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は

33
日
間
行
わ
れ
、

日
間
行
わ
れ
、
99
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
疑

議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
疑

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
は
、
市
長
改
選
に
伴
い
、
当
初
予
算
に
つ
い
て

年
度
は
、
市
長
改
選
に
伴
い
、
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
な
ど
か
ら
な
る
骨

は
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
な
ど
か
ら
な
る
骨

格
予
算
で
あ
っ
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
政
策
的
経
費
や

格
予
算
で
あ
っ
た
。
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
政
策
的
経
費
や

新
規
経
費
な
ど
、
肉
付
け
予
算
を
審
議
し
た
。
補
正
予
算
は
、

新
規
経
費
な
ど
、
肉
付
け
予
算
を
審
議
し
た
。
補
正
予
算
は
、

一
般
会
計
で

一
般
会
計
で
1414
億
８
６
８
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、
増
額

億
８
６
８
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、
増
額

後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
６
３
億
７
７
８
０
万
円
。
介
護

後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
２
６
３
億
７
７
８
０
万
円
。
介
護

保
険
特
別
会
計
で
は
２
０
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算

保
険
特
別
会
計
で
は
２
０
０
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は

総
額
は
5959
億
５
９
８
０
万
円
と
な
っ
た
。

億
５
９
８
０
万
円
と
な
っ
た
。

肉
付
け
予
算
を
審
議

肉
付
け
予
算
を
審
議

補
正
予
算

補
正
予
算

平
成
平
成
2626
年年
66
月
定
例
会

月
定
例
会

これからも応援しますこれからも応援します！ ！ 山口 蛍選手山口 蛍選手

　６月９日の定例会開会前
に、サッカーＷ杯ブラジル大会に

日本代表として出場した、本市出

身の 山口 蛍選手の活躍を願い、議

場からエールを送りました。

　残念ながら決勝トーナメント進

出には至りませんでしたが、山口

選手は全ての試合に出場し、主力

選手として素晴らしい活躍をされ、

私たちに勇気と感動を与えてくれ

ました。

　この大舞台での活躍を糧として、

４年後のワールドカップを目指し、

今後ますますご活躍されますこと

を心から祈念します。

　　　　　　　　　名張市議会
第16期名張市議会議員第16期名張市議会議員

16
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全
国
で
通
学
途
中
で
の
事
故
が

多
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
小
学

校
に
お
い
て
は
通
学
路
の
合
同

点
検
が
平
成
24
年
に
行
わ
れ
た
。

中
学
校
で
は
行
わ
な
い
の
か
。

25
年
に
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

も
改
正
さ
れ
、
指
定
通
学
路
の

変
更
や
通
学
路
の
危
険
箇
所
の

改
善
が
保
護
者
か
ら
望
ま
れ
て

い
る
。
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
。
早
急
に
中
学
校
の

通
学
路
に
つ
い
て
も
合
同
点
検

が
必
要
だ
。
加
え
て
、
小
中
学

校
の
通
学
路
合
同
点
検
を
定
期

的
に
行
う
必
要
も
あ
る
が
、
市

と
し
て
考
え
は
。

中
学
校
の
通
学
路
合
同
点
検
お

よ
び
小
中
学
校
に
お
け
る
通
学

路
の
定
期
的
な
合
同
点
検
に
つ

い
て
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は

じ
め
、
各
関
係
機
関
と
協
議
し

検
討
す
る
。

● 

教
育
・
文
化

中
学
校
の
通
学
路
点
検

Q
関
係
機
関
と
協
議
検
討

A

橋
本 

マ
サ
子 

議
員

日
本
共
産
党

小
中
学
校
の
通
学
バ
ス
の
費
用

が
、
一
部
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

る
。「
義
務
教
育
は
無
償
」
で
あ

り
、
通
学
費
用
は
全
額
補
助
す
べ

き
だ
。
４
月
か
ら
３
小
学
校
が
統

廃
合
に
な
っ
た
。
議
会
で
も
多
く

の
議
論
が
あ
り
、
地
域
の
人
は
苦

渋
の
選
択
を
し
た
。
教
育
委
員
会

か
ら
、
統
廃
合
に
よ
り
削
減
と
な

る
経
費
は
「
教
育
の
充
実
の
た
め

に
使
う
」
と
の
説
明
が
さ
れ
て
い

る
。
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ

う
に
保
護
者
負
担
を
解
消
せ
よ
。

3
校
の
閉
校
に
よ
る
人
件
費
と
施

設
維
持
管
理
費
な
ど
の
削
減
額

は
、
約
６
２
０
０
万
円
だ
。
小
中

学
校
の
市
か
ら
の
通
学
補
助
金

は
約
２
２
０
０
万
円
、
保
護
者
負

担
は
約
８
８
０
万
円
だ
。
無
料
に

す
る
方
向
で
努
力
し
た
い
。

通
学
費
に
全
額
補
助
を

Q
そ
の
方
向
で
努
力
す
る

A

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

桜
ケ
丘
区
に
あ
る
旧
市
民
会
館

は
、
老
朽
化
が
著
し
く
劣
悪
な

状
況
だ
。
文
教
エ
リ
ア
と
し
て
、

相
応
し
い
施
設
や
建
物
が
必
要

と
考
え
る
。
桜
ケ
丘
区
の
集
議

所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、

区
民
か
ら
も
建
物
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
の
要
望
が
幾
度
と
な

く
出
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

築
40
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、

耐
震
も
含
め
て
建
物
や
施
設
の

劣
化
に
つ
い
て
も
深
刻
な
状
況

で
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

文
教
エ
リ
ア
に
相
応
し
い
施
設

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
、
検
討
し
て
い
る
。

● 

医
療

旧
市
民
会
館
の
利
活
用

Q
引
き
続
き
推
進
を
図
る

A

平
成
25
年
度
の
輪
番
制
に
お
け

る
3
病
院
の
平
均
受
け
入
れ
率

は
96
％
で
あ
る
。
救
急
車
に
よ

る
救
急
搬
送
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
た
め
に
ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
シ

ス
テ
ム
（
※
1
）
を
導
入
す
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
市
民
の
命

を
守
る
た
め
に
は
、
早
期
の
導

入
が
求
め
ら
れ
る
。
い
つ
ご
ろ

に
な
る
予
定
か
。

県
の
モ
デ
ル
事
業
で
、
救
急
搬

送
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
救
急

車
、
消
防
本
部
、
病
院
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
、
受
け

入
れ
可
能
な
病
院
を
検
索
で
き

る
ｅ
‐
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

救
急
搬
送
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
迅
速
化
が
図
れ
、
受

け
入
れ
率
改
善
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
26
年
度
秋
か
ら
使
い
始

め
る
が
、
検
証
後
、
次
年
度
以

降
本
格
的
な
取
組
み
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

救
急
搬
送
の
改
善
策
は

Q
救
急
車
に
端
末
を
導
入

A

細
矢 

一
宏 

議
員

公
明
党

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

み
ら
い 

市
立
病
院
の
医
師
数
が
過
去
最

多
の
41
人
と
な
っ
て
い
る
。
名

張
市
民
が
望
む
24
時
間
３
６
５

日
の
二
次
救
急
受
け
入
れ
が
実

施
さ
れ
る
可
能
性
は
。

以
前
の
名
張
市
民
を
中
心
と
し

た
救
急
と
は
違
い
、
伊
賀
市
民
や

奈
良
県
民
の
救
急
患
者
を
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
医
師
数

が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
直

ち
に
24
時
間
３
６
５
日
の
二
次

救
急
を
再
開
す
る
こ
と
は
、
現

在
の
２
０
０
床
と
い
う
ベ
ッ
ド

数
で
は
限
界
が
あ
る
。
入
院
ベ

ッ
ド
の
増
床
、
財
政
面
で
の
課

題
な
ど
、
市
立
病
院
の
機
能
と

体
制
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
が
望
む
病
院
運
営

Q
救
急
輪
番
体
制
の
維
持

A 森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

※1　ｅ‐MATCHシステム…救急隊が適切な搬送先医療機関を選定する際にタブレット端末などを用いた情報連携による支援体制。患者の症状や重症度、周辺
病院の混雑状況などの情報を得ることで医療機関到着までの時間短縮や、適切な治療を早期に受けることができる。

た
い
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名
張
市
議
会
に
お
け
る
議
員
提

案
に
よ
る
政
策
条
例
は
、
三
つ

あ
る
。
そ
の
中
で
「
伊
賀
名
張

の
酒
・
名
酒
で
乾
杯
を
推
進
す

る
条
例
」
は
、
行
政
の
み
な
ら

ず
市
民
、
関
係
機
関
、
議
会
が

連
携
し
て
推
進
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
酒
造
場
、
酒
販
組

合
、
商
工
会
議
所
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
行
政
も
加
わ
り
「
名

酒
で
乾
杯
す
る
日
」
を
作
っ
て

は
い
か
が
か
。

条
例
の
お
か
げ
で
地
酒
の
消
費

が
伸
び
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

条
例
の
目
的
で
あ
る
乾
杯
の
習

慣
を
広
め
、
酒
造
場
な
ど
の
関

連
産
業
の
発
展
や
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
る
取
組
み
の
一
つ
で
も

あ
る
。
行
政
と
し
て
も
協
力
を

惜
し
ま
な
い
。

● 

産
業
・
建
設

名
酒
で
乾
杯
す
る
日
を

Q
行
政
も
協
力
す
る

A

伊
賀
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
12
年
3
月
31
日
に
伊
賀
南

部
環
境
衛
生
組
合
と
薦
原
地
区

区
長
会
と
で
協
定
書
を
締
結
し

た
。
操
業
期
間
は
12
年
度
か
ら

26
年
度
ま
で
の
15
年
間
と
し
、

薦
原
地
区
内
公
共
事
業
推
進
計

画
書
が
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
。

現
在
、
主
な
残
事
業
は
県
道
上

笠
間
八
幡
名
張
線
で
あ
る
。
早

期
の
完
成
を
望
む
が
い
か
が
か
。

伊
賀
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
操
業

対
策
委
員
会
の
意
見
、
要
望
を

重
く
受
け
止
め
、
事
業
期
間
を

短
縮
し
、
10
年
以
内
と
な
る
よ

う
国
・
県
に
強
く
要
望
す
る
。

上
笠
間
八
幡
名
張
線
は

Q
10
年
以
内
を
め
ど
に

A

市
が
直
面
し
て
い
る
課
題
や
施
設

の
維
持
管
理
・
更
新
費
に
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
※
2
）
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。
こ
れ
か
ら
建
て
替
え
を
迎
え

る
体
育
施
設
や
待
機
児
童
対
策
の

た
め
の
保
育
所
の
増
築
、
特
に
市

長
の
公
約
で
あ
る
中
学
校
給
食
の

実
施
に
向
け
た
施
設
整
備
に
活
用

す
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
も
早
急

に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
準
備
部
を
作
る
べ

き
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
各
施
設
の
更

新
費
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
補
っ
て

い
く
こ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ

る
。
早
急
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て

研
究
・
検
討
し
て
い
く
。
中
学

校
給
食
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

も
、
庁
内
で
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
方
法
な
ど
を
早
急
に

検
討
す
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

Q
研
究
・
検
討
す
る

A

伊
賀
・
名
張
管
内
の
求
人
は
増
え
た
も
の

の
、
正
社
員
で
の
募
集
は
23
％
で
、
多
く

が
非
正
規
雇
用
だ
。
市
民
の
生
活
、
社
会

保
障
、
経
済
の
発
展
の
た
め
に
も
、
安
定

雇
用
と
賃
上
げ
が
重
要
で
あ
る
。
正
社
員

で
の
雇
用
促
進
と
労
働
環
境
の
改
善
に
む

け
、
市
の
取
組
み
を
強
め
よ
。

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
、
地
場
産
業
促
進
・

人
材
育
成
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
企
業

起
こ
し
や
地
場
産
業
の
発
展
で
、
継
続
雇

用
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
を
図
り
、
情
報
を
共
有
し
労
働
環

境
の
改
善
に
努
め
る
。

安
定
雇
用
の
促
進
を

Q
地
場
産
業
で
継
続
雇
用

A

AQ＆ 質問その他

一
般
会
計
に
お
け
る
肉
付
け
予
算
で
あ
る
今

回
の
補
正
予
算
額
は
、
14
億
８
６
８
０
万
円

追
加
し
総
額
２
６
３
億
７
７
８
０
万
円
と
な

る
。
昨
年
度
６
月
補
正
時
と
比
べ
る
と
10
・

７
％
増
と
な
っ
た
。
財
政
的
に
山
場
を
越
え

た
と
は
い
え
、
少
し
多
い
の
で
は
な
い
か
。

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
予
算

化
し
て
い
る
の
で
一
般
財
源
と
し
て
は
伸

び
て
い
な
い
。
今
後
も
国
の
モ
デ
ル
事
業

の
活
用
や
提
案
を
行
い
、
事
業
展
開
を
図

り
た
い
。

補
正
後
の
予
算
総
額

Q
国
の
財
源
で
事
業
展
開

A
三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

柳
生 

大
輔 

議
員

心
風
会 

福
田 
博
行 
議
員

清
風
ク
ラ
ブ

𠮷
田 

正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

永
岡 

禎 

議
員

心
風
会

※ 2　PFI（Private Finance Initiative）…公共施設などの建設や維持管理などを民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行う手法

ま
ち
な
か
の
家
屋
の
一
部
に
は

傷
み
が
激
し
く
、
近
隣
住
民
が

不
快
感
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し

て
い
る
所
が
見
ら
れ
る
。
痛
み

の
激
し
い
家
屋
に
隣
接
し
て
暮

ら
す
人
た
ち
の
思
い
は
悲
壮
だ
。

現
状
の
ま
ま
朽
ち
る
ま
で
放
置

さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ち
な

か
全
体
に
負
の
連
鎖
が
起
き
る

の
で
は
な
い
か
。
厳
し
い
課
題

も
あ
る
が
、
強
い
行
政
対
応
が

必
要
と
考
え
る
。

空
き
家
対
策
は
、
全
国
的
に
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国
に

お
い
て
も
解
決
に
向
け
た
法
整

備
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
法
的
な

瑕か

し疵
が
な
い
よ
う
慎
重
に
行
う

必
要
が
あ
り
、
関
係
法
令
な
ど
の

整
備
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
策

を
検
討
し
た
い
。

廃
屋
の
撤
去
を

Q
法
令
を
研
究
検
討

A 髙
田 

稔
嗣 

議
員

無
会
派

県道上笠間八幡名張線（薦原橋付近）
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専決処分した事件（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の承認、専決処分した事件（仲裁の申立て）の承認、健康づくり推進協議会
設置条例の制定、歯と口腔の健康づくり推進条例の制定、火災予防条例の一部改正、美旗小学校屋内運動場耐震補強及び改修工事（建築・機
械設備）請負契約の締結、平成26年度介護保険特別会計補正予算（第1号）、桔梗が丘東小学校管理特別普通教室棟及び屋内運動場耐震補強
工事（建築・機械設備）請負契約の締結、人権擁護委員の推薦、食の安全・安心の確立を求める意見書の提出、「手話言語法（仮称）」制定
を求める意見書の提出、安心して働き続けることができる労働環境の整備を求める意見書の提出

市税条例等の一部改正、平成26年度一般会計補正予算（第2号）

■「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提出を求める請願…採択
■ 安心して働き続けることができる労働環境の整備を求める意見書の提出を求める請願…採択
■ 集団的自衛権に関する憲法解釈の変更をしないよう国に求める請願…継続審査

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

森
脇

福
田

三
原
橋
本

川
合

髙
田

永
岡

富
田
細
矢
吉
住

常
俊
森
岡
𠮷
田

柳
生

山
下

豊
岡

会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× ×◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯ ◯◯

議
員
名

みらい
幸
松

無会派

平
成
25
年
11
月
、
市
議
会
女
性
議
員

で
ま
と
め
た
「
女
性
の
視
点
に
配
慮

し
た
防
災
対
策
」
の
提
言
書
を
市
長

に
提
出
し
た
。
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
す
る
と
の
回
答

だ
っ
た
が
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
含
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
避
難
所
で
活
用
で

き
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
。
紙
媒
体
だ
け
で
な
く
、

Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
各
地
域
、
関
係
者
に

配
布
す
る
。8
月
に
は
新
し
い
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
事
前
訓
練
を
実
施
す

る
予
定
だ
。

第 360回定例会　審議結果

議員の表彰
永岡 禎 議員　川合 滋 議員　福田 博行 議員　

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

避
難
所
運
営

Q
女
性
の
視
点
に
配
慮

A

◎
「
な
ば
り
市
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
は
、

議
会
事
務
局
（

 

63
‐
７
８
３
４
）
へ

3月9月9月
  9月19日金

25日木
26日金
29日月
30日火

10月1日水

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
決算

2日木
3日金
6日月
7日火
8日水
14日火

決算特別委員会（一般・特別会計）
決算特別委員会（企業会計）
総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会　　
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）がCATVで生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

「なばり市議会だより」の編集を行ってきた議会広報特別委員会
（左から）豊岡委員、森脇委員、𠮷田副委員長、幸松委員長、細矢委員、三原委員

幸松 孝太郎　委員長
　委員の皆さんに支えられ、読みやすく、分かりやすくを目標に紙面
刷新が実現できたことは、委員長としてやりがいがありました。
𠮷田 正己　副委員長
　4年間、市民の皆さんが読みやすい紙面づくりに努めてまいりまし
た。今後とも、なばり市議会だよりをよろしくお願いします。
豊岡 千代子　委員
　多くの市民の皆さんに読んでいただけるよう、親しみやすい広報を
目指して取り組みました。
森脇 和德　委員
　前回に続き、市民の皆さんに分かりやすく議会の動きをお伝えでき
るよう努めてまいりました。４年間ありがとうございました。
細矢 一宏　委員
　より透明性の高い議会を目指し、正確で分かりやすい紙面づくりに
努めてまいりました。
三原 淳子　委員
　市民にとって、より身近な議会に感じていただくため、読みやすく、正
確に議会の様子を伝えることを心掛けました。

編 集 後 記

　議会改革推進会議（福田博行委員長）は６月９日、「検討結果報
告書」を石井政議長に提出した。
　報告書には、議会の活動や審議内容を報告するため、改選後から
実施予定の議会報告会についても明記している。
　名張市議会はこれまで、常任委員会や議員と各種団体との懇談会
を随時開催し、フェイスブックの開設、議会広報の刷新、本会議の
インターネット配信など、審議や広報広聴機能の改革を進め、本年
３月定例会からは、論点の明確化などを図るために、行政側に「反
問権」も認めた。
　今回提出の報告書では、議会・議員の仕事や役割を明確にし、政
策立案や監視機能などの議会機能を強化するとともに、議会広報の
さらなる充実・活用についても示している。

15 年以上市議会議員の職にあるものとして、全国および東海市議会議長会会長から表彰を受けました。

議会報告会実施決定
議 会 改 革 NOWNOW

高波 和枝さん（美旗中村）
寺嶋 節子さん（朝日町）
關
せき

 りゑ子さん（大屋戸）

農業委員改選で議会から女性
3人を農業委員に推薦決定

全会一致
議案

表決が
分かれた
議案

請願


